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まちづくり協定の看板を設置！ 
同時にまちの実態把握も・・・・♪♪♪ 

去る12月11日（土）午後１時から、役員12名が集合し、にわか雨と寒風の中、約２時間

かけて、まちづくり協定の看板の設置作業を行いました。 

看板は大小合わせて15枚ありますが、交野市や役員有志の材料提供により作成しました。 

なお、まちづくり協定については11月４日に農業委員会事務局にも持参し、協力をお願い

しました。しっかり守っていきましょう！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 作業終了後、現地観察を踏まえ、まちの問題点や

将来像づくりに向けて、約１時間ほど議論しました。

主な意見は下記の通りであり、今年度いっぱいは役員

で地区の課題や問題点をしっかり認識したうえで、な

るべく早めに将来像の試案を作成し、それをもとに皆

さんの意見を伺っていくことにしています。 

  

   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２号 

星田 駅北 地区 

◆星田駅北地区を少しでも快適で誇りを持てる地域とするため、皆で知恵を出し合いましょう。ご
家族がお集まりの機会に、皆で将来のことを話し合ってみましょう！ 

◆この会は現在、区域内の土地所有者を会員としていますが、まちの将来を考えるには、小作の
方や土地を借りて営業されている方々のご意見なども重要になってきます。今後いろいろ

な案内や便りを配布すべき方がおられましたら、役員または裏面の問い合わせ先にお知らせいた

だきますようお願いいたします。 

皆様へ お願い 

駅前ロータリー  汽車道沿い 雨の中の重労働!？  

協定看板 設置個所 

JR星田駅 
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・既に乱開発状態のエリアもあり、且つ周辺地域での新規造成

も見られる。農地を守りつつ、農・住・産が共存するような

まちにならないか。 
・農地を保全したい気持ちもあるが道路･水路も不十分で効率が

悪すぎる。このままでは次世代に引き継げない。 
・改めて現地を見て、予想以上に道路が狭く不便に感じた。 
・駅北側ロータリーへのアクセスが悪すぎる。 
・今、この機会に基盤整備をしなければ無茶苦茶なまちになっ

てしまうのではないか。 
・せせらぎやホタルの飛ぶ風景などにも配慮し、優良な農地は

残したい。 
・星田北地区とも話し合いながら進めていくべきである。 



 

 

中田市長に技術支援要請 
 去る１１月４日（木）、午後１時から、和久田会長、

栗田副会長、雨田事務局長の３名が交野市役所市長

室を訪ね、中田市長に技術支援要請書を手渡し、約

１時間ほど懇談しました。 

 和久田会長が「星田駅は快速停車駅であるにもか

かわらず手付かずの状態である。加えて第二京阪が

できて交通条件もよくなり、このままほうっておく

のはまずいと誰しも思っている。とにかく良いまち

を目指し、農地を守りつつ一方では土地活用も図る、 
といった新しいまちの作り方ができればよいと思っている。それには市長はじめ行政の協力

をいただかないと進めない。」と星田駅北地区を代表して地元の熱い思いを述べたのに対し、

中田市長からは「交野は人口8万人に対し、鉄道駅が６つもあり大変便利な市である。 

市としても知恵を絞っていき、国や府から

の支援等も引き出せるよう検討していく

つもりである。ハード整備は 20～30年先

を見て前を向いて進むべきで、大変大事な

ことだと思っている。土地が整備されるだ

けでなく、ちゃんと機能するような、みん

なにとって価値のあるまちづくりにしな

ければならない。できるだけの支援はす

る。」との心強いコメントがありました。 
 

      
   JR学研都市線、四条畷駅から長尾駅までの沿線で星田ほど田園風景が広がり美しいところは無

いと思います。特に秋収穫前の稲穂が黄金色に輝き、とても素晴らしく、是非将来に残していきた

い風景です。 

  でも残していこうとするならば百姓を続けなければなりません。私が続けられるのはあと数年

でしょうし、子供達が継いで百姓をしてくれるかは大いに疑問です。 

  勤めながらとても無理でしょうし、耕作できなくとも、周囲に迷惑のかからぬよう維持管理す

ることすらできなくなるのではないかと心配します。 

 「残したいけど残されない」そんな時期が刻々と迫ってきているようです。ちょうどこの時期に

「将来を考える会」が発足し、私も遅まきながら参加させていただいているうちに、今こそ真剣に

将来を考える時が来ていると強く感じられるようになりました。 

  今後は、この会を通じて多くの地権者の皆様と共に十分時間をかけて話し合い、誰もが納得で

きる将来像を描き、それが実行できればと願っています。 

                                                     渋田 遵司 
 
 

 ◆考える会の活動等に関するご質問・ご意見等は、上記役員に遠慮なくお伝えください。 
    専門的な事項については下記まで連絡ください。 

〒576-8501交野市私部１－１－１交野市役所都市整備部都市計画課内  
星田駅北地区支援担当（清水） TEL：072-892-0121(代) 内線 521 
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私のひとこと 「残したいけど残されない！」 


